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おける緩和を考える」（熱海市）2014.8.25   

64. 月山淑：次世代型“包括的緩和医療”に向けて「転換期を迎える終末期医療：『多死時代』への対

応」 （松山市）2014.10.4  

65. 月山淑：麻薬の管理及び適正使用に関する研修会「がん疼痛薬物療法における最近のトピックス

～新しい薬剤を中心に～ （御坊市）2014.11.17 

66. 羽場政法：緩和ケア研修会．2014 

67. 平野勇生：緩和ケアの推進に関する研修会．（新宮市）2014.2 

68. 平野勇生：緩和ケア研修会．新宮市立医療センター（新宮市）2014.3 

69. 平野勇生：緩和ケアの推進に関する研修会．（田辺市）2014.8 

70. 水本一弘：ワークショップ実施責任者「JAMS 教育セミナーDAM（Difficult  Airway  management ）

実践コース」日本臨床麻酔学会第３４回大会（東京）2014.11 

71. 水本一弘：「慢性疼痛の薬物療法」和歌山市内科医学習会（和歌山）2014.2 

72. 水本一弘：「医療安全−個人と組織で取り組む活動−」新宮市立医療センター院内医療安全研修

会（新宮市）2014.2 

73. 水本一弘：「ご存知ですか？最新の心肺蘇生法」和歌山市医師会研修会（和歌山市）2014.4 

74. 水本一弘：「慢性疼痛の薬物治療〜トラムセットの位置づけと実際の使用法〜」和歌山市整形外

科医研修会（和歌山市）2014.6 

75. 水本一弘：「医療安全への取り組み：中央サービス部門である麻酔科の視点から」公益社団法人 



日本放射線技術学会 近畿部会 平成 26 年度医療安全セミナー（大阪府高槻市）2014．10 

76. 中畑克俊：全身麻酔による帝王切開. 第 2 回産科麻酔プロフェッショナルセミナー. （東京都）

2014.3 

77. 中畑克俊：妊娠高血圧症候群の麻酔管理. 第 2 回産科麻酔プロフェッショナルセミナー. （東京都）

2014.3 

  

Ⅵ 科研費交付状況 

1. 川股知之．日本学術振興会科学研究費「基盤研究 B」 

がんの発育と痛みにおける痛覚神経とがんのクロストークの解明  

2. 川股知之．日本学術振興会科学研究費「挑戦的萌芽研究」 

刺激特異説に基づき神経線維をターゲットとした新たな痛み治療法の開発  

3. 角谷哲也．日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 

ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体の血管反応性における役割と麻酔薬の影響  

4. 栗山俊之． 日本学術振興会科学研究費「若手研究（B）」 

がん性腹水の進展におけるアクアポリンチャネルの関与と機能解析―新薬開発をめざして 

5. 黒崎弘倫．日本学術振興会科学研究費「若手研究(B)」 

術後認知機能障害と麻酔：fMRI 機能的結合性解析による脳神経ネットワークの新研究  

6. 谷奥 匡．日本学術振興会科学研究費「若手研究（B）」 

遺伝子一塩基多型解析から考証する妊娠期薬剤性冠動脈攣縮作用の解明  

7. 丹下和晃．日本学術振興会科学研究費「若手研究（B）」 

敗血症の経時的変化に対するカリウムチャネル阻害作用を有する鎮痛薬の効果  

8. 道幸由香里．日本学術振興会科学研究費「若手研究（B）」 

拡張現実テクノロジーを応用した区域麻酔穿刺針ターゲット誘導システムの開発研究  

9. 中畑克俊．日本学術振興会科学研究費「基盤研究（Ｃ）」 

星状細胞内カルシウムシグナル伝達を介する高血圧時微小脳血流調節と麻酔薬作用の解明  

10. 直川里香．日本学術振興会科学研究費「若手研究（B）」 

妊娠高血圧時脳ネットワーク異常と麻酔：安静時機能的磁気共鳴画像法による新研究  

11. 藤井啓介．日本学術振興会科学研究費「基盤研究（Ｃ）」 

プロポフォール依存（中毒）に脳内報酬系の miRNA が及ぼす影響  

12. 水本一弘．日本学術振興会科学研究費「基盤研究（Ｃ）」 

有効性と経済性から観た大学病院における職場環境アレルゲン削減への取り組みの評価  



13. 吉村聖子． 日本学術振興会科学研究費「基盤研究（Ｃ）」 

ライブセルイメージング法を用いた脊髄血流維持機構の解明と麻酔薬作用に関する新研究 

  



 


